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インターバンクの声 （2017 年 7 月 7 日） 
 

昨夜のロンドン市場序盤の円相場は、前日と同じように米金利の上昇から徐々にド

ル買いが優勢になり始めた。前日はニューヨーク市場の朝方に発表された米製造

業受注が予想を下回る内容だったことでドルの上値が抑えられたが、昨日もオート

マティック・データ・プロセッシング（ADP）社の６月全米雇用統計の弱めの数字がド

ル買いを止めてしまう格好となった。 

113 円を割りそうな水準までドルが売られた後、ISM 非製造業景況指数結果が予想

よりも良かったことから再びドル買いになったものの、株価の値下がりや米金利の低

下がドルの上値を重くしてしまった。 

ADP 雇用統計の結果から、FRB の利上げペースが鈍化するだろうとの見方が裏付

けられたとする声も上がっていたが、先月の ADP の数字が米労働省の発表する雇

用統計と全く逆の結果だったことから、評価は今晩の雇用統計を確認してからとの

見方がもっぱらだ。今晩の結果次第では 2 ヵ月ぶりの 114 円台乗せがあるかも知れ

ない。 
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